
  

 
地域・社会貢献 

○移動店舗車の導入 

岐阜県ＪＡバンクでは、平成２９年度より移動店舗車を導入しています。 

移動店舗車では、当座性貯金の入出金、定期性貯金の受入、公共料金・税金納付等

の業務等を行っており、令和８年７月現在、３ＪＡにおいて５台運行しています。 

また、大規模災害発生時には、移動店舗を被災地に派遣し、被災ＪＡの支援を行うこと

としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
マネー・ローンダリングおよび金融犯罪対策の強化に向けた取組等 

特殊詐欺やＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺等の金融犯罪が増加し、その手法や手口が巧妙

化・高度化するなか、マネー・ローンダリングおよび金融犯罪対策の強化は、金融機関が取り

組まなければならない重要な課題であり、信用事業を営む当会の責務であると認識していま

す。 

こうした認識のもと、利用者の皆さまの大切な財産をお守りするため、マネー・ローンダリング

および金融犯罪対策の強化を経営戦略上の最重要課題と位置づけ、ＪＡ・当会・農林中央

金庫が一体となり、岐阜県警とも連携し、様々な取組みを進めています。 

 

○反社会的勢力等との取引排除にかかる取組 

平成４年３月に「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」が施行され、暴力

団を社会から排除し、国民の生活の安全と平穏を確保するため、国をあげて暴力団の根

絶に取組んでいるところであり、行政と民間とが一体となって暴力団をはじめあらゆる暴力を

排除していこうとする県民の総意に基づいて設立された「公益財団法人岐阜県暴力追放

推進センター」の賛助会員として反社会的勢力等排除に向けた活動を続けています。 

 

 

 



  

〇岐阜県警と「犯罪被害防止に関する協定」を締結 

岐阜県における特殊詐欺等の発生件数が増加傾向にあるなか、岐阜県ＪＡバンクと岐

阜県警の連携強化を図るため、令和７年４月２２日に以下の内容に基づく「犯罪被害防止

に関する協定」を締結しました。 

・岐阜県ＪＡバンクによる「特殊詐欺や金融サービス不正利用のおそれがある取引を検知

した場合」の岐阜県警への情報提供 

・岐阜県警による「特殊詐欺等の発生状況や手口等に関する」岐阜県ＪＡバンクへの情報

提供 

・岐阜県警と岐阜県ＪＡバンクが連携した各種広報啓発活動の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ＡＴＭにおける特殊詐欺対策への取組 

被害者の多くが犯人から携帯電話で指示を受けながらＡＴＭを操作し、詐欺であると気

づかないまま指定口座へ現金を振り込む事例が多発している状況を踏まえ、当会のＡＴＭ

での振込取引時にカメラで利用者の動作を解析し、携帯電話の使用を検知した場合、取

引を強制停止する機能を導入しています。 

また、お客さまの気づきや警察相談専用電話（#9110）への相談を促し、水際での被害

防止を図ることを目的として、岐阜県警察と連携し、ＡＴＭブースに貼付・設置するための

ステッカーおよびスタンドポップを作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

〇特殊詐欺・フィッシング詐欺等による被害の未然防止に向けた取組 

岐阜県ＪＡバンクでは、特殊詐欺・フィッシング詐欺等による被害の未然防止を図る観点

から、岐阜県警と連携し、一定の条件に該当するお客さまを対象にＡＴＭおよびＪＡネット

バンクによる振込制限等を実施するなど、金融サービスの不正利用に対するセキュリティ

ー対策強化を随時行っています。 

また、ＪＡバンク利用者を狙ったフィッシング詐欺被害が増加したことを受け、フィッシング

詐欺被害防止に向けた啓発活動の一環として、岐阜県警と連携し、地元新聞への全面広

告掲載（中日新聞・岐阜新聞）およびＪＡネットバンク契約者（個人のみ）に対するダイレクト

メールの発送を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


